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町　章　（昭和４１年１月１日制定）

１　　わたくしたちはきまりを守り平和で生きがいのある町をつくります
　　　　　　　　　　　

１　　わたくしたちは仕事に喜びを持ち豊かな住みよい町をつくります

１　　わたくしたちは進んで心身を鍛え活力に満ちた明るい町をつくります

１　　わたくしたちは自然を愛し花と緑の美しい町をつくります

　　　　　　　　　　　

１　　わたくしたちは教育に力を注ぎ風格のある文化の町をつくります

（町制施行２０周年を記念し，町木，町花，町民憲章，町民音頭が昭和５８年６月１８日制定された。）

与　論　町　民　憲　章

 町木：島クロキ・ガジュマル　　　町花：ハイビスカス　丸い輪（和）の中に「与」の字
でダイヤをかたどり，わが島をた
たえ，いやさかえに豊かな島の躍
進をおもう。

　　わたくしたち与論町民は、恵まれた自然と祖先の遺訓である「誠」の伝統に誇りをもち、
　積極性と創造性を培い、島の永遠の繁栄をめざして、ここに町民憲章を定めます。

 
町
　
民
　
歌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
内
与
詩
守
 
作
詞

 
 
 
 
 
 
 
 
 
益
田
元
甫
 
作
曲

　
一
　
黒
潮
は
る
か
に
　
明
け
わ
た
り

　
　
　
朝
日
に
燃
え
る
　
さ
ん
ご
礁

　
　
　
自
然
の
め
ぐ
み
　
拓
き
つ
つ

　
　
　
あ
か
る
く
進
む
　
わ
が
与
論

　
　
　
　
　
あ
あ
　
こ
の
空
に
　
こ
の
海
に

　
　
　
 
　
み
ん
な
の
夢
が
　
あ
ふ
れ
て
る

　
二
　
港
に
世
紀
の
　
声
す
れ
ば

　
　
　
畑
に
キ
ビ
の
　
茂
る
う
た

　
　
　
玉
な
す
汗
も
　
う
つ
く
し
く

　
　
　
ゆ
た
か
に
伸
び
る
　
わ
が
与
論

　
　
　
　
　
あ
あ
　
こ
の
島
に
　
こ
の
土
に

　
　
　
　
　
ま
こ
と
の
花
が
　
咲
き
香
る

　
三
　
名
残
り
も
ゆ
か
し
い
城
の
跡

　
　
　
あ
こ
が
れ
寄
せ
る
　
百
合
ケ
浜

　
　
　
む
か
し
を
し
の
び
　
今
を
知
り

　
　
　
心
を
む
す
ぶ
　
わ
が
与
論

　
　
　
　
　
あ
あ
　
こ
の
町
に
　
こ
の
郷
に

　
　
　
　
　
か
が
や
く
あ
す
が
 
待
っ

て
い
る



１　与論町の教育行政について

　（１）　教育行政のグランドデザイン

　（２）　教育行政の基本方針

　（３）　教育行政の重点施策

（重点施策１）　豊かな心と健やかな体を育む教育

（重点施策２）　社会の変化に対応し，自立する力を育む教育

与論町人権同和教育の基本方針

「学力向上推進策」４つの視点

令和７年度与論町海洋教育グランドデザイン

（重点施策３）　信頼され，地域とともにある学校づくり

（重点施策４）　地域全体で子どもを守り育てる環境づくり

「特色ある教育」の推進

「土日の有効活用」の基本方針

（重点施策５）　生涯にわたって学べる環境づくりとスポーツ・文化の振興

  （４）  教育委員会事務局組織機構

  （６）  教育予算

２　町立学校について

　（１）　学校等の概要及び児童生徒数の推移

　（２）　各学校の概要

　（３）　学校施設概要

　（４）　中高一貫教育

３　社会教育について

  （１）　社会教育施設の概要

　（２）　指定文化財一覧
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１ 豊かな心と健やか
 な体を育む教育

２ 社会の変化に対応
 し，自立する力を育
 む教育

３ 信頼され，地域ととも
にある学校づくり

４ 地域全体で子ども
 を守り育てる環境づ
 くり

５ 生涯にわたって学
 べる環境づくりとス
 ポーツ・文化の振興

教育の内容[学力・体力・人柄],時期[幼児・小中高・一般],対象[子供・教師・親・地域]等,総合的にバランス
のとれた人間育成を目指し,新たな発想で鹿児島県最南端の島から最先端の教育の具現化と発信に取り組む

知・徳・体の調和のとれた人間の育成

あしたを創る確かな学力(知) あしたをひらく豊かな心（徳） あしたを担うたくましい体力・気力（体）

　個性を生かし, 基礎・基本を身
に付けるとともに，自ら学び，考
え主体的に判断・行動し,よりよく
問題を解決する能力を育む教育を
推進する。

　学校教育・社会教育の充実を図り，生涯
学習を推進し児童生徒や町民の豊かな心を
醸成する。

　生涯学習・スポーツを推進し，
児童生徒・町民の健康や体力・気
力の保持・増進を図る。

１　与論町の教育行政について

（１）教育行政のグランドデザイン　

1　【島だちの教育】
　　海と人との共生に係る見方・考え方を働かせ,与論島の海とくらしの課題について探究する海洋教
　育を通して,「島だちの力」を身につける教育の推進
２　【誠の教育】
　　町民総ぐるみの参加による生きて働く豊かな体験，スポーツ活動や伝統文化継承活動の推進

家庭・こども園・学校・地域社会・関係機関等の相互連携の充実　【共生社会の実現】

１　道徳教育の充実
２　生徒指導の充実
３　人権同和教育の
　充実
４　体験活動の充実
５　子ども読書活動
　の推進
６　文化活動の推進
７　食育の推進
８　体力・運動能力
　の向上
９　健康・安全教育
　の充実

１　確かな学力の定
　着（学力向上）
２　特別支援教育の
　推進
３　キャリア教育の
　推進
４　郷土・伝統文化
　教育の推進
５　海洋教育の推進
６　幼児教育の充実
７　社会の変化に対
　応した教育の推進

１　開かれた学校づくり
　の推進
２　学校運営の充実
３　教職員の資質の向上
４　安全・安心な学校づ
　くり
５　教育環境の整備・充
　実
６　特色ある学校づくり
　の推進
７　与論高等学校との連
　携の充実

１　地域ぐるみでの
　子どもの育成
２　家庭及び地域の
　教育力の向上
３　家庭教育支援の
　充実
４「特色ある教育」
　の推進
５「土・日の有効活
　用」の基本方針の
　周知・理解の推進

１　生涯学習の推進
２　生涯スポーツの
　推進
３　スポーツ合宿の
　推進
４　文化芸術活動の
　推進
５　文化財の調査・
　保存・活用

特色ある教育活動

与論町の１０年後を見据えた教育の姿

　１　知・徳・体の調和がとれ，主体的に考え行動する力を備え，生涯にわたって意欲的に自己実現を目指
　　す人間

　２　伝統と文化を尊重し，それらを育んだ我が国と郷土を愛する態度を養い，これからの社会に貢献でき
　　る人間

与論町の教育目標と基本方針

　【基本目標】　あしたをひらく心豊かでたくましい人づくり
　【基本方針】　与論町の教育的伝統や風土を生かした誠の教育・生涯学習の推進

キャッチフレーズ：「 教育は総合力 ～最南端は 最先端～ 」

教 育 行 政 の 重 点 施 策

教育委員会の活性化



（２）教育行政の基本方針　

１ 豊かな心と健やかな体を育む教育

２ 社会の変化に対応し，自立する力を育む教育

３ 信頼され，地域とともにある学校づくり

４ 地域全体で子どもを守り育てる環境づくり

５ 生涯にわたって学べる環境づくりとスポーツ・文化の振興

（３）教育行政の重点施策

１　道徳教育の充実

○　豊かな人間性・望ましい価値観や正しい判断力の育成のために

　・　「心の教育の日」の設定

　・　「与論のことわざ」「郷土の先人」「続・郷土の先人～不屈の心～」「かごしまの心」等の活用の推進

　・　地域の人材活用の推進

○　特別な教科「道徳」の充実のために

　・　「考え，議論する道徳」の授業実践・充実

　・　地区道徳教育研修会への参加　

２　生徒指導の充実

○　いじめ，不登校等への適切な対応と生徒指導に関する教職員の資質向上のために

  ・　生徒指導等連絡会(未定)及び生徒指導担当者会(10月)の実施

　・　こ小連携研修会(6，2月)及び小・中連絡会(3月)の充実

　・　地区不登校対策研修会(7月)への参加

○　学校における生徒指導体制の確立と相談体制の充実のために

　・　「与論町いじめ防止基本方針」の周知

  ・　学校訪問や定期的な聞き取り等による生徒指導の実態把握

　・　民生委員、保健センター等との連携の充実

　・　地域の職場との連携

　・　「いじめ問題を考える週間」の設定

　・　校外生活指導連絡会との連携　

　・　子ども会育成連絡協議会との連携

  ・　教育相談の充実（教育委員会、学校、保健センター、SSW,SC)

３　人権教育の充実

○　人権教育についての理解・啓発のために
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　教職員の人権意識を高めるとともに，人権意識の啓発の視点に立つ授業に取り組み，子供の人権意識の高
揚を図ります。

　本町の教育は，日本国憲法及び教育基本法の理念や新学習指導要領の趣旨を踏まえ，県の教育方針，地区教
育行政の教育目標，与論町教育大綱に基づき，グローバル化・少子高齢化・高度情報化など変化の激しい社会
に対応できる能力の伸長を図り，心身ともに調和のとれた人間の育成に努めます。
　また，家庭・学校・地域社会等との一層の連携を図り，「あしたをひらく心豊かでたくましい人づくり」を
目指し，与論町の教育的な伝統や風土を生かした「誠の教育」を推進します。
　さらに，「誠の島」と謳われ，「東洋の海に浮かび輝く一個の真珠である」と讃えられた美しい自然と風土
を保存・活用し，基本的な生活習慣を身に付け，法やきまりを遵守し，主体的・積極的に行動できる人間の育
成を目指します。
 そのために，次の５つの重点施策を掲げ，教育行政の推進・充実を図ります。

（重点施策１）　豊かな心と健やかな体を育む教育　　　　

　変化の激しい社会を生き抜いていく上で必要な，他人を思いやる心や感動する心，夢や理想をもち，粘り強く
学び努力する人材の育成に努め，豊かな人間性の礎となる体力・気力を醸成する教育を推進します。

　よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため，学校段階や発達段階に応じた道徳教育の充実に努め
ます。

「チーム学校」の生徒指導体制を確立し，家庭・学校・地域社会及び関係機関との堅実な連携を深め，心身
ともにたくましく，思いやりのある子供の育成に努めます。

　・　ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）の配置，ＳＣ(スクールカウンセラー)の学校への
　　派遣による相談の充実

＊下線部は令和７年度に重点的に取り組む事項



　・　与論町人権教育基本方針の周知・理解の推進

　・　人権同和問題啓発強調月間の設定(8月)

　・　人権週間の設定（12/4～12/10）

　・　様々な人権問題についての理解・啓発

　・　性の多様性に配慮した教育環境づくり

　・　「部落差別の解消の推進に関する法律」の理解・啓発

○　教職員の人権意識の向上のために

  ・　人権意識の視点に立った授業

　・　「なくそう差別　築こう明るい社会」「実践例集『仲間づくり』」等の活用

　・　県人権同和教育研究大会や人権教育指導者育成研修会等への参加　

４　体験活動の充実

　 地域や関係機関等と連携して体験活動の充実を図り，子供の豊かな心を育みます。

○　体験活動の適切な位置づけ及び体験活動の工夫改善のために

○　食農教育の一層の推進のために

　・　学校の農園や黒糖づくりの場等を活用した農業体験（生産体験）の推進

○　ユンヌフトゥバや地域を理解する活動の推進のために

　・　「私たちの与論町」（R4改訂）の活用

　・　社会見学学習の充実　

　・　「与論･沖縄の関係を学ぶ学習」の充実（重点学年：小4～小6）

　・　ユンヌフトゥバ学習の時間充実

　･　　地域人材の活用

５　子ども読書活動の推進

○　読書活動推進計画の着実な推進のために

  ・　朝読書の推進及び「毎月23日は子どもといっしょに読書の日」の啓発

  ・　各学校における推薦図書の活用

　・　学校図書館司書の配置等による学校図書館運営の充実

　・　図書館実務担当者研修会及び司書教諭・学校図書館司書合同研修会(6月)の実施

　・　移動図書館「ぐーじゃー号」の配車

　・　新1年生町立図書館招待

　・　各種イベントの開催による本に親しむ場の提供　

　・　中学校図書館リニューアル　

６　文化活動の推進

　・　図画・作文等のコンクールへの参加促進

　・　小中高音楽発表会の開催(11/7)

　・　地域の伝統文化活動についての理解促進

　・　優れた芸術や音楽に親しむ機会の設定　

７　食育の推進

○　地域・家庭・学校の連携した食に関する指導，食育推進のために

　・　各学校の創意工夫による「弁当の日」の継続(小5～中3)

　・　「早ね，早おき，朝ごはん」の啓発　

○　学校給食における安全・安心な食材の使用や地場産物の積極的な活用のために

　・　学校給食センター運営委員会の充実、与論町学校給食食物アレルギー等対応委員会の設置
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  ・　東十条小学校交流事業の実施

  ・　パナウル少年の船の実施

　・　十五夜踊りへの参加，鑑賞の推進

　・　集団体験学習への支援（3小合同及び中学校）

　・　「学校支援ボランティア」「学校応援団」「海洋教育地域サポーター」等の人材活用

　・　学校行事等におけるバス支援

　・　「ヨロン・おきなわ音楽交流祭」12月の実施

　読書活動推進計画の着実な推進を図り，学校図書館の充実や関係機関と連携した読書活動を推進し，読書
を通じて，乳幼児・児童・生徒の豊かな心を育みます。

　学校において我が国や郷土の伝統と文化に関する関心や理解を深め，それを尊重し継承，発展させる態度
を育成する教育を推進します。また子供が文化芸術に触れる機会を拡充し，伝統や文化に関する教育を推進
します。

「食」に関する知識と「食」を選択する力を身に付け，健全な食生活を実践することができる子供の育成を
図ります。



　・　郷土料理の積極的導入（毎月“ユンヌマサムヌの日”を実施）

　・　生産者等との交流会の実施、食育支援事業の推進

　・　食育支援事業の推進

　・　栄養教諭の兼務発令・給食担当者会の充実　

８　体力・運動能力の向上

○　積極的にスポーツに親しむ習慣の育成のために

　・　「体力アップ！チャレンジかごしま」への参加

　・　離島中・高生の県大会等参加助成

　・　スポーツ少年団活動への協力，大会等の開催

　・　体力テストの結果分析を活かした保健体育活動

　・　小学校体育連盟との連携した水泳記録会，陸上記録会の実施

　・　外部人材の活用による体育に関する指導の機会の確保  　

　・　ヨロンＳＣ(スポーツクラブ）との連携

　・　地域運動部活動の推進・充実

９　健康・安全教育の充実

　養護教諭部会や医師，薬剤師，保健所等との連携により，健康教育や安全教育の推進を図ります。

○　健康教育のために

　・　健康診断，衛生検査の実施

　・　地区養護教諭等研修会への参加

　・　学校等欠席者・感染症情報システムの運用

　・　町学校保健会への支援

　・　「与論町総括安全衛生委員会」の開催(6月，2月)

○　安全教育の推進のために

　・　防災訓練の実施

　・　防災教育の充実

１　学力向上施策の推進

○　学びの質を高めるために

　・　学力向上等に関する研修会等

　・　主体的・対話的で深い学びのための授業改善の工夫

　・　ＡＬＴの配置と効果的活用の推進

　・　校内研修，研究授業，授業づくり等への指導主事派遣

　・　かごしま学力向上支援Webシステムの活用

　・　諸検査の分析と結果の効果的活用

　　　（全国学力・学習状況調査：4/18）

  ・　特別支援教育支援員の配置と特別支援教育支援員研修会(6/6)の実施    

○　学習習慣の形成のために

  ・　与論町自主学習推進プランの実施と推進

　・　各種検定受検への補助

○　教育課程の完全実施のために

　・　教育課程実施状況の確認と助言
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　子供の体力・運動能力を的確に把握し，生涯健康で生活するための基礎となる，体力・運動能力の育成に
努めます。

（重点施策２）　社会の変化に対応し，自立する力を育む教育　　　　　　　　　

　子どもたちが変化の激しいこれからの社会で，適切に対応して生きるために，主体的・対話的で深い学びの
充実，教育環境の整備を推進し，基礎・基本を確実に身に付けるとともに，自ら学び，考え，主体的に判断
し，行動し，よりよく問題を解決する能力や「表現力」を伸ばす教育を推進します。特に，個別指導や自主学
習の推進を図り新学習指導要領の趣旨に基づく学びに向かう力の醸成に努めます。また，本町で継承されてい
る伝統文化を尊重し，それらを育んできたふるさと・郷土や国を愛し誇りにする精神を養うことや望ましい勤
労観・職業観を身に付けさせます。
　さらに，情報教育や環境教育などの社会の変化に対応した教育や特別支援教育など，子どもの状況に応じた
教育の推進にも努めます。

　主体的・対話的で深い学びの推進を図り，家庭と連携・協力しながら確かな学力の定着を目指します。
〔Ｐ7（参照）「学力向上推進策」4つの視点〕

（学校訪問，学力向上対策委員会，中高合同職員会議，こ小連携研修会）



　・　適切な授業時数の設定と実施

　・　土曜授業の実施状況確認と助言（年6回の実施と内容の充実）　

２　特別支援教育の推進

○　ライフステージを見通した相談支援体制の整備のために

　・　関係機関との連携の強化（教育部局・福祉部局・家庭による「ﾄﾗｲｱﾝｸﾞﾙ」ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

  ・　移行支援シートの周知と活用

  ・　特別支援教育支援員の配置と特別支援教育支援員研修会(6/6)の実施    

　・　教育支援委員会の実施（7月，11月，2月）

　・　大島養護学校による巡回相談の実施

　・　就学相談会の実施(9/24～9/26)

○　一人一人の教育的ニーズに応える指導・支援の充実のために

　・　特別支援教育連携協議会の充実(7月，11月)

　・　小学校とこども園との連携の充実

　・　特別支援教育就学奨励費の支給

○　特別支援教育に対する正しい理解促進のために

  ・　リーフレットの活用等による，保護者及び住民への啓発

　・　「特別支援学級交流学習会」への支援

　・　就学時健診時におけるの教育講演会の実施

  ・　こども園研修会での指導・助言（2園体制に伴う保育・教育の充実）　

３　キャリア教育・進路指導の充実

 ○　社会の変化に対応した教育の推進のために

   ・　デジタル教科書の導入

   ・　プログラミング教育の充実

 　・　海洋教育の場を生かした，地域に根ざすキャリア教育の実現

 　・　中高一貫教育（連携型中高一貫校）の充実

   ・　キャリアパスポート「夢ファイル」の効果的活用

 　・　ＡＬＴの配置，ＳＥＴ加配の効果的活用

 　・　ＧＩＧＡスクール構想に基づくＩＣＴ機器の計画的な整備　

４　郷土・伝統文化教育の推進

 　・　各校におけるユンヌフトゥバ学習の教育課程への位置付けと内容の充実

 　・　「ユンヌ検定」の改善・実施

 　・　海洋教育の推進･充実（３小学校の教育課程の工夫･改善と中学校との連携強化）

 　・　与論カルタ大会（12/6）の支援

　 ・　「与論ことわざカレンダー」の掲示と時機をとらえた説明

 　・　十五夜踊りの保存と継承の支援

 　・　校外学習時における施設の減免措置　

５　海洋教育の推進

６　幼児教育の充実

○　子どもの発達段階に応じた適切な教育課程の編成・実施のために

  ・　2園体制に伴う幼児教育の充実　

　・　児童発達支援センターとの連携の充実

  ・　園長研修会(4月，5月，2月)の充実

　・　こども園部会による「こども園研修会」への支援

　・　こども園のカリキュラムの点検（「幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿」に基づく）

　・　こども園訪問における指導助言

5

　社会の変化に対応した教育の一環として，地域学に海を中心に据えた海洋教育を推進します。〔Ｐ8（参
照）海洋教育推進を通した人材育成〕

　幼児教育の重要性を踏まえ，個に応じた指導の充実を図り，こども園の職員の資質を高め，幼児教育の充
実に努めます。

　関係機関との連携を図りながら,特別支援教育に関する指導や就学支援の体制を整え，すべての幼児・子
どもの教育的ニーズに応じた教育を推進します。

　関係機関との連携や，ＩＣＴ機器を活用して，将来の島だちを見通した早期からのキャリア教育・進路指
導の充実に努めます。

　郷土のよき教育風土を生かしながら，現在の社会の要請に応える教育を推進し，夢実現を目指す子どもの
育成に努めます。



○　こども園と小学校の連携強化のために

  ・　アプローチカリキュラム及びスタートカリキュラムへの指導助言

　・　こ小連携研修会の実施（6月，2月）　

７　社会の変化に対応した教育の推進

　刻々と変化する社会の状況に対応できる知識と技能を身に付けた子供の育成に努めます。

○　環境教育，海洋教育

○　福祉教育・ボランティア活動

○　国際理解教育

○　消費者教育・金融教育

○　情報教育，教育機器の活用，一人一台タブレットの持ち帰りと活用

○　主権者に関する教育

○　防災を含む安全に関する教育

１　与論町人権教育・啓発基本計画

２　人権同和教育の推進に当たって

⑩　刑を終えて出所した人

⑪　犯罪被害者等

⑫　インターネットによる人権侵害

⑬　北朝鮮当局によって拉致された被害者等

⑭　ホームレス

⑮　性的指向・性自認（性同一性）

⑯　人身取引（性的サービスや労働の強要等）

⑧　感染者等 ⑰　東日本大震災に起因する人権問題

⑨　ハンセン病患者・元患者・その家族

３　人権教育・啓発の取組の方向（「与論町人権教育・啓発基本計画」より抜粋）

① 学校における人権教育に関する施策

・ 学校における人権教育の組織的・計画的取組の推進と，教職員の資質・指導力の向上

・ 教職員研修の充実

・ 学習教材・資料の整備

・ 家庭・地域，関係機関・団体との連携及び校種間の連携

・ 組織的な取組と点検・検証

・ 学校・家庭等への情報発信・普及

② 社会教育における人権教育に関する施策

・ 多様なニーズに対応する学習機会の提供

・ 家庭や地域の教育力の充実のための事業の推進

・ 町民主体の取組の推進及び連携の強化

・ 学習内容の充実及び教材の開発，整備，情報の提供

・ 人材の育成・資質の向上
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　私たちが従来認識していた人権問題，例えば同和問題や男女差別，児童虐待やいじめ等は，これまで対策
を講じながらも社会に根強く残っているのが現状です。加えて，インターネットの普及による個人への誹謗
中傷やヘイトスピーチ等，新たな人権課題も出てきたことで事態は一層多様化・複雑化し，お互いが容易に
侵害し侵害される危うさをはらんだ社会となってきています。こうした人権課題に対し，国や県は人権教
育・啓発基本計画に則り対応を進めているものの解決には至っておらず，より一層の対策が望まれていると
ころです。
　一方，本町においては，これまで，「人権侵害の事例になじみが無い」，もしくは「認識の違いから当時
者や周囲が人権問題と気付かない」，「問題が起きた場合でも表面化を避け情報共有がなされない」といっ
た事例が散見されます。
　そこで，既に策定されている「与論町人権教育・啓発基本計画」を踏まえながら，教育・啓発活動によっ
て住民が人権問題を「自分ごと化」し，意識を高め，問題を解決していくことが望まれます。
　与論町教育委員会は，以上の趣旨により，人権教育と啓発活動を効果的に推進していきます。

　「人権教育は全ての教育の基本」という認識のもと，自他の大切さを認めることができる子供を育成し，
保護者・町民の人権感覚を高揚させます。
　そのために，学校教育，家庭教育学級，各種研修会，講座，講演会，人権教室等の様々な機会を捉え，以
下の１７の人権課題の啓発と解決に努めます。

⑦　外国人

③　高齢者

④　障害のある人

⑤　部落差別（同和問題）

①　女性

②　子ども

⑥　アイヌ

　与論町人権同和教育の基本方針



４　特定職業従事者に対する研修・啓発

１　組織としての取組 ２　授業改善への取組

　授業の質的向上への改善・工夫

　ＰＴＡとの連携による家庭学習の推進

　校外研修への参加促進

　小中高や地域が連携した海洋教育の推進 　　　　

３　きめ細かな指導の充実 ４　家庭・地域との連携
　基本的生活習慣の確立  
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　こ小中高連携による一貫した学力向上対策の
推進・充実（与論町自主学習推進プランの活
用：R4年から4年生全員に配付）

　学校訪問における学校の課題解決に向けた協
議の充実

　学力向上アクションプランによるＰＤＣＡサ
イクルの充実

イ 「学び方」指導の充実（授業の受け方，
宅習の仕方，グループ学習の在り方，ノート
の取り方，発表話型の掲示等）

ア　主体的、対話的で深い学び」のための授業
改善

（2） 　各種研修会や教科部会等の充実 ,具体的な解
決策検討や研究授業実践

（7）

　＊こども園研修の充実

（1） 　学習態度（躾）の指導，学級・教科経営の充
実

（1）

 ＊学力アップフォーウェイ・セブン作戦（平成２６年度策定）

変化の激しい社会で困難を乗り越えて積極果敢にたくましく生きる人間の育成

生きる力の育成

（1） 　与論町教育研究会，与論町学力向上対策委員
会の充実，（土曜授業の充実）

（1） 　「授業充実の３ポイント」を位置づけた 授
業づくり

（2）

　人権教育に関わりの深い特定の職業に従事する者（町職員，教職員，医療・保健関係者，福祉関係者等）
に対して，人権教育に関する研修・啓発活動を重点的に行います。
　特に教職員に対しては，町と教育委員会事務局が連携を密にし，学校における人権教育を推進するための
研修の充実を図るとともに，人権教育担当者会の開催や校内研修等の支援を行い，教職員の資質と指導力の
向上に努めます。

　「学力向上推進策」４つの視点  　

（5） 　教育実践記録の活用と応募促進，応募を見通
した年間を通した研修

（7）

（6） 　「研究指定校」の実践による教職員の共同研
究実践の推進

（4）

（3）

（4） 　個の実態把握とニーズに応じた細やかな指導
の推進（個別最適な学びと協同的な学び）

　校内研修会の充実・活性化，講師招聘による
研究授業の充実

（6） 　スクールサポートスタッフ（特別支援教育支
援員，ＳＳＷ等）の活用と連携の充実

（6）

（7） 　児童生徒の個性の伸長を図る各種作品・コン
クールへの応募や新聞投稿促進

（7） 　地域の人材の智恵と経験を生かす活動の推進
（土曜授業の推進：H27～）

（4） 　習熟度別学習や少人数指導の学習指導や，Ｉ
ＣＴの活用等指導方法改善の充実（ 研修機会
の拡充 ）

（4） 　学習の意義，学び方，学ばせ方の多様な方法
の理解促進のための広報の充実

（5） 　補充・発展学習の機会の確保と,一単位時間
の充実や放課後学習等を含めた個に応じた指導
の充実

（5） 　学年に応じた「自学」と「教え合い・学び合
う」時間の確保

（2） 　教育課程の円滑な実施と個に応じた指導の充
実

（2） 　与論町の家庭学習時間確保の啓発と定着

（3） 　思考力・判断力・表現力を身に付けさせる学
習過程の工夫や学習の場の設定

（3） 　こ小中連携による朗唱教育の推進（美文，古
文，英語・日本語の格言，与論町や奄美のこと
わざ・ユンヌフトゥバ ）

夢づくり,体力・気力づくりの推進

  　生きる力の育成とは，生きる力を「知・徳・体のバランスのとれた力」と捉え，「確かな学力や豊かな
　人間性，そして健康・体力の備わった人間育成」を目指すものである。（学習指導要領）

（3）

（5）

（6）

　高齢者との交流促進による「生き方」指導や
「生涯学習」の促進
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令和７年度与論町海洋教育グランドデザイン

誠の教育

地域と連携した

協働的な探究学習

【与論町の海洋教育の目標】

海と人との共生に係る見方・考え方を働かせ，与論島の海とくらしの課題に

ついて探究することを通して，「島だちの力」を身に付ける。

与論島の

活性化・持続可能化「島だち」後の社会を生きていく力の育成

【島立ち】

与論島の人々との関わりの中で自己肯定

感・自己有用感を高めるとともに，ねばり強く

しなやかに探究する心を育む。

学びに向かう力・人間性等

知識・技能

【島発ち】

与論島の強みや問題点について理

解し，それらをつなぐことで与論島の概

念を形成している。

【島建ち】

与論島の強みや問題点から自分な

りの問いを見いだし，仮説を立て，自

分にできることを実践する。

思考力・判断力・表現力等

島だち

の力

高
校
生

中
学
生

小
学
生

海と人との共生に係る見方・考え方

＜小学校卒業時までに＞ 与論に生きる人々との関わりの中で与論島の強みや問題点について気付き，

探究を通してその概要を理解し，学んだことや行動したことを自分なりの言葉で

発信することができる。

＜中学校卒業時までに＞ これまでの学習を振り返り，探究のプロセスを活用しながら与論島の強みや

問題点に迫り，与論に生きる人々との関わりの中で，自らの生き方や進路につい
て考えることができる。

＜高校卒業時までに＞ 与論島に関する広範な知識をもとに探究を深め，社会的評価を受けることにより，

自己肯定感・自己有用感を高めるとともに，ねばり強くしなやかに探究する心を身

に付ける。

＜高校卒業後〜＞ これまでに身に付けた「島だちの力」を生かし，それぞれの社会を生き抜くことが
できる。

与論町の海洋教育において目指す学びの姿

海と人に

親しむ
与論の海や与論

に生きる人々の魅

力を，豊かな感受性

をもって捉える。

海と人を

つなげる
海に囲まれた与論

の自然や文化と，そこ

に生きる人々とのくら

しを関連付ける。

海と人を

守る
与論の海の環境保

全や，離島である与

論のくらしの持続に

ついて考える。

海と人を

生かす
与論の海や与論に

生きる人々を，よりよい

未来を創造するため

の資源としてとらえる。

海洋教育科

「ゆんぬ学」

での学び

総合的な探究

の時間

「ゆんぬ」
での学び



１　開かれた学校づくりの促進のために

 ・　地域が育む「かごしまの教育」県民週間(11/1～11/7)の充実

 ・　学校運営協議会委員の委嘱　

 ・　コミュニティースクールへの移行の理解促進

 ・　教育委員会ホームページの運用（学校ホームページやブログの充実）

 ・　教育委員会便り「誠風」の発行 

２　学校やこども園経営の充実

○　学校・園経営を充実させるために

　・　校長研修会，校長・園長研修会，教頭研修会等による指導助言

　・　学校訪問時における指導助言（定期訪問年1回）

３　教職員の資質向上

○　職員研修の充実のために

  ・　校長，園長，教頭への資料提供，指導助言

　・　管理職研修会に合わせた島内視察の実施（例：日本マルコ，プリシア，渚の交番など）

  ・　校内研修会等への指導主事派遣

　・　各種研修会の実施（学力向上対策委員会，こ小連携研修会，教職員等夏季研修会，

　　こども園研修会，生徒指導等連絡会，転入教職員等研修会，その他，各種担当者研修会）

　・　短期研修移動講座へ参加促進

　・　奄美教育実践記録への積極的な応募

○　服務規律の厳正確保のために

　・　「信頼される教職員・学校を目指して『体罰防止ハンドブック』」の活用

    ＊

　・　不祥事防止強化月間の設定(12月)

　・　宣誓式，転入教職員等研修会での啓発（4月）

　・　服務規律の年間指導計画による確認

○　業務改善・働き方改革の推進　　

　・　「与論町立学校における業務改善方針」の周知徹底

　・　中学校における部活動改革の推進（部活動指導員の活用，土日の部活動の地域移行）

　・　ストレスチェックの実施

　・　統括安全衛生委員会

  ・　教育委員会主催の研修会や各種行事の見直し        　

　・　学校の働き方改革についての住民への理解啓発（広報「よろん」や町教委ＨＰにて）

４　安全・安心な学校の体制づくり

　子供が安心して学ぶための体制づくりに努めます。

○　施設・設備等の維持管理の充実

  ・　各学校の定期的な安全点検の情報共有

　・　事務職員等との合同安全点検の実施（7月）

　・　消防点検，衛生検査の実施

○　学校の安全に関する体制整備のために

　・　「学校における危機管理マニュアル」の整備と活用

　・　災害時における校長会との連携

　・　スクールガードリーダーの配置

　・　通学路安全推進会議の実施（年2回）

　・　校外生活指導連絡協議会の実施（5月，7月，12月，3月）　
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　子どもと向き合う教職員の基本姿勢（MOM＝M：見つめる・O：思いをめぐらせる・M：向き合う）の理解深化と
修養の機会確保

（重点施策３）　信頼され，地域とともにある学校づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　適正な教育活動のために，コミュニティ・スクールを導入し，保護者・地域住民から学校教育に対して幅広
く意見を聞き，意見交流が行える，開かれた学校・信頼される学校づくりを推進します。

　地域住民，保護者との連携・協力を推進し，学校の教育活動がより良く理解されるための活動を推進しま
す。

　学校の教育活動を適正に評価し，学校教育に対して幅広く意見を聞くことにより，開かれた学校づくり・
信頼される学校づくりを推進します。

　教育の動向や教育課題を踏まえ，各種研修会を通して教職員の資質向上に努めます。また,教職員の修養
に資する研修会の開催に努める。



５　教育環境の整備・充実

　教育環境を充実させ，子どもたちの学びを支えます。

○　施設・設備等の整備・充実のために

　・　年次計画に基づいた補修・整備の実施

　・　修繕費等予算の確保と計画的な執行

　・　新与論町学校給食センターの基本計画策定，基本設計完了

　・　与論町立那間小学校一時使用校舎の建設

　・　与論町立那間小学校建設基本構想策定

○　教育備品等の充実ために

　・　備品等の計画的な購入（ＧＩＧＡスクール構想も踏まえて）

　・　学校図書館システムの効果的利用

　・　学校予算等説明会の開催（4月）　　

６　特色ある学校づくりの推進　　

○　特色ある学校づくりの推進のために

　・　「誠の教育」，「島だちの教育」の推進

  ・　学びに向かう力の育成（課題を見つけ，協力して調べる，発表する学習形態）

　・　ユンヌフトゥバ学習の工夫・改善

　・　各種検定への取組の促進(小学校5年生以上への受検の勧め）

　・　海洋教育の推進（教育課程の工夫改善、地域サポーターと学校との連携の充実）　

７　与論高等学校との連携

○　連携・交流

　・　連携型中学校及び連携型高等学校における講師による相互乗り入れ授業の実施

　・　教育に関する情報交換の場の設定（連携の充実）

　・　与論中・高等学校全学年2学級プロジェクトの工夫・改善（事務局部会の充実）

  ・　魅力ある学校づくりの推進（こども園，小学校，中学校，高等学校）

　・　教職員間，保護者，ＰＴＡ，地域，教職員等の交流推進

○　全学年2学級存続への取組

  ・　「ふるさと留学制度」の充実（地域おこし協力隊の活動の充実）

　・　ふるさと留学生受け入れ

　・　ふるさと留学生制度の周知と留学生募集（継続）　　　　　　　　　　　　　

１　地域ぐるみでの子どもの育成        

　関係機関との連携を図りながら，地域が学校を支援するための体制づくりを進めます。

○　地域が学校を支援する体制づくり推進のために

　・　学校支援事業の実施

　・　子ども会育成連絡協議会の活性化

　・　「子ども会大会」「与論
ユンヌ

カルタ大会」の充実

　・　地域行事への積極的参加

○　地域人材活用推進コーディネーターの育成のために

　・　コーディネーター候補者の発掘

　・　生涯学習リーダー養成研修会への参加

○　青少年リーダー育成のために　　

　・　ジュニア・リーダー研修会への参加

　・　子ども会育成連絡協議会との連携の充実

　・　校外生活指導連絡会との連携の充実

　・　ＰＴＡ連絡協議会との連携の充実

　・　県・地区の研修会への参加

10

　島だちの教育，「誠」の教育の具現化のために，こども園，小学校，中学校との連携を充実させ，島に誇
りをもち，夢や希望を抱き，誠実に粘り強く学び，努力し理想を追求しようと出発する生徒を見届けるよう
努めます。

（重点施策４）　 地域全体で子どもを守り育てる環境づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　各種グループ，関係団体・機関，連盟，ＰＴＡ活動の活性化と充実を図り，体育・スポーツ・伝統・文化
的な地域行事を通して，地域全体で子どもを守り育てるための取組を推進します。



２　家庭及び地域の教育力向上

○　　家庭や地域の教育機能を高めるために

　・　「青少年育成の日（第3土曜日）」

　・　「家庭の日（第3日曜日）」

　・　「育児の日（毎月19日）」の啓発

　・　町民一斉清掃の日の設定と啓発

　・　子ども会花壇づくり研修会，花壇コンクールの実施

　・　「早ね，早おき，朝ごはん」の啓発

　・　「人の子も，わが子も，みんな地域の子」啓発  

  ・　「土日の有効活用の基本方針」の啓発

  ・　スマートフォン等の長時間使用の防止（継続）

※地域行事に積極的に参加しましょう。

３　家庭教育支援の充実

   家庭教育についての学習機会や支援の充実に努めます。

○　家庭教育についての学習機会の充実のために

　・　家庭教育学級の開設

　・　子育て支援講座の実施

　・　家庭教育相談員の育成・研修会の実施

　・　子育てに関する相談事業の実施

　・　ＰＴＡ活動との連携

  ・　与論町ＰＴＡ活動研究大会や与論町保健研究大会の充実　　　　　　

１　「誠の教育」の推進

２　「島だちの教育」の推進
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　「特色ある教育」の推進      

　与論島には，昔から「誠」を重んじる教育風土があります。与論小学校の校訓は「至誠」，茶花小学校の

校訓は「誠」「負けじ」「学び」，那間小の校是は「向学」「誠実」「開拓」，与論中学校の校訓は「誠」

です。

　誠の意味には「真実」という意味も含まれます。また，その作りから言ったことを成すという有言実行の

精神や成すべき事を言う積極性も含みます。そのような意味から誠の教育は，島だちをする子どもたちに生

きて働く知識や知恵，豊かな心とたくましい体を育む本物の教育ととらえます。与論町教育委員会は，誠の

教育具現化のために，教職員，保護者，地域住民が一体なって幼児教育，青少年育成が充実するように努め

ます。

　ほとんどの子どもたちが進学等のために島を離れます。島のことわざ「思(ム)イドゥ運命(ヌサリ)，請

(ﾌｨ)ドゥ幸運(ウブン)」をベースに，それぞれの幼児及び児童生徒の発達段階に応じた夢を育て，国内外に

羽ばたく人材を育成するために「島だちの教育」を推進します。

　島を離れる（発つ）時までに，生きるための基礎的・基本的な知識や知恵，技能，生活習慣の習得をする

ことが重要であるという認識に立って保育・教育を行います。

　さらに，将来与論島に帰ってきて島を興す（島を建てる）人間育成を行うことや，将来他の地でしっかり

自立できること（他の島に立つ）やリーダーとして活躍できることも目指す という３本の柱（発つ，建て

る，立つ）を意識して一人一人への指導を行うという意味で島だちの教育ととらえ推進します。

　家庭や地域の教育機能を高め，基本的な生活習慣についてのしつけが徹底されるよう啓発活動に努める。

　子どもたちが,変化の激しいこれからの社会で，課題に適切に対応して生きるために，「誠の教育」を核

にし，風格のある教育の実現を目指します。そのために，学校教育，家庭教育，社会教育を融合させ，町民

すべてが協力し，あらゆる場と機会を捉えて，次のような特色ある教育の推進を図ります。



(1)　島だちのための学びの充実

　　　　　　　①　こども園での３～５歳児の詩・美文・ことわざ等の暗唱活動の推進

②　ユンヌフトゥバ学習の機会の拡充

・　与論ことわざカレンダーの活用

・　道徳資料「与論のことわざ」の活用   

・　挨拶時や町内放送によるユンヌフトゥバの使用

・　方言劇等の鑑賞，学習発表会におけるユンヌフトゥバの活用（こども園，学校）

・　ユンヌフトゥバを伝承する活動団体の支援

③　郷土教育資料（町誌やユンヌの歩み等）活用の推進

④　グローバル化への基礎的な対応の推進

・

・ 　漢字検定と英語検定への小学生の参加やユンヌ検定受検への参加を促進します。

・ 　情報教育の充実（特にタブレット活用の推進）

(2)　郷土を愛し郷土を創造的に発展させようとする心を育てる実践活動の促進

①　美化緑化活動の推進

・

・

・

②　「あいさつ日本一」運動　

・

　 ﾌﾅ  ﾀﾞｰ　 ﾏｲ 

   

④ 　島の歴史や文化を学び・発表する機会の拡充

・　海洋教育の充実

・　文化財防火デーへの参加促進

・　各種発表会や敬老会等での方言を取り入れた劇の推進          　

・　十五夜踊りへの小中学生の参加促進

・　与論（ユンヌ）カルタ大会の継続と充実

⑤ 　島のことについて簡単な英語で紹介できる（観光案内）中学生の育成

⑥

⑦ 　時を大事にする意識の高揚      　
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 今日を充実させるために「今日ですよ　今ですよ」（ ﾋｭｰ　ﾄﾞｰﾔｰ ﾆｬﾏﾄﾞｰﾔｰ）という考えを
大切にする。

　本好きで，絵本が読める等，年齢や発達段階に応じた読書指導（教科書をしっかり読むことも
含む）の充実を図ります。

　与論の方言に愛着をもち，使える技能を高めるとともに，外国語や地域の言葉に対する意識の
高揚や文化に対する興味・関心を高めます。

　各種検定への受検を推進し，自主性と学ぶ意欲の向上や学び方の向上を図ります。

「植栽の日」の啓発：みどりの日と敬老の日の前後を「植栽の日」とし，植栽意識高揚を図
るための啓発活動を行います。植樹祭への参加促進を図ります。

　と   共に汗して仕事や学習に励み，家持ち・島持ち・国持ち・世持ちに努めます。
ム    　 ヌサリ フィ　  ウブン

　の   望みを高くもち，「思イドゥ運命，請ドゥ幸運」を大切に努力します。

　し   自然を愛し，花と緑の美しい町づくりに励みます。

　ま   守るべききまりなどを守り，自己反省に努め心を豊かにします。

　中学校卒業までに与論町民憲章や与論町民歌の歌詞を覚えたり，与論音頭を踊れるように努め
る幼児・児童・生徒の育成

　ま 　真心のこもったあいさつを交わし，「トートゥガナシ」の心を示します。

　こ   根気・元気・やる気を出して心身を鍛えます。
　ｳｾｰ　　 ｳｾｰ ﾌﾅ　　ﾌﾅ ｱﾌﾞｼﾏｸﾗ 

「馬鹿ラバ馬鹿リ　熟シュラバ　熟シ  熟シ　田ヌ　米ヤ　　畦枕」の精神を大事にします。

島の防災・暴風や景観を考慮し，与論ＳＣの教育植樹事業，自治公民館活動等の連携を図
り，島にふさわしい植樹活動を推進します。

花壇コンクールの継続と成果の啓発～子ども会，老人クラブ等の花壇づくりの推進を図り
ます。

・　「一日一個ゴミ拾い」運動の推進をします。

　時・場・相手に応じ（英語等の外国語を使ったり，方言を交えたりして），心のこもった
あいさつをする。

③　「誠の島宣言」の実践　※子ども会大会で朗唱をし，意識化を図ります。



(3)　心身の鍛錬や技能修得等に励み，たくましく生き抜く力の基礎の育成

①　「弁当の日」の設定による食育の推進

②　「特技修得」の推進

１　基本的な考え方

２　土日の活動内容　　　　　＊土・日は原則家庭での活動日
　※　第３土曜日は青少年育成の日，第３日曜日は家庭の日であり，原則，午前中をその目標にあった活動を中心

に行いそのほかの趣旨の団体活動は自粛する。

　※　土曜授業は，平成２７年度から原則月１回第二土曜日の午前中に学校で行われている授業のことです。

（令和7年度は年6回）

③　 ⑤　

② ④ 　自主活動

３　活動内容について

①　親の生業体験や職場体験活動
・

②　花いっぱい運動
・ 各家庭の花壇や花鉢・プランター等の植え付け及び手入れをして，花を増やす。
・

・

・

・

与論の歴史や民話・伝説，方言・ことわざ，弁当づくり等の調査研究。
スポーツ少年団活用や部活動その他のレクリエーション活動等。
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「土・日の有効活用」の基本方針　　 

　花いっぱい活
動

土曜日

＊＊土曜授業＊＊(午前中のみ）　親の生業体験
や職場体験活動
に親しむ

③ 

親の生業（生活を支えている仕事）を見学したり，話を聞いたり，体験したりする活動。
この日以外の日も可。自立に向けた活動（清掃や洗濯，料理等も貴重な体験です。）

子ども会や老人クラブ・自治公民館等を単位として，現在の子ども会の花壇に加えて，路傍その
他の花壇の整備充実を図る。

防災（防風・防火，防砂，防潮など）や環境保全を考え・実践したり，将来の森（景観）を意識
した土地本来の樹木（与論の土地にあった自然植生）等の植栽を行うようにする。

③　 図書室（館）利用や各種ボランティアによる学習機会の推進

地域のそれぞれの人材（学校職員を含む）が，「与論の後輩に伝えたいこと」と思う得意分野の
ボランティアによる学習機会を広げる。

④　自主活動

日曜日

　青少年育成の日、家庭の日は鹿児島県の推進する事業です。同様に毎月19日は育児の日です。

＊ 家庭の日

小学校５年生から中学校３年生までを対象に，年間２回以上「弁当の日」を設定し，自分で弁当
を作ることができるように努めます。（令和７年度は12年目。毎年，成果と課題を踏まえて回数
や内容等を工夫する。）～テーマ設定などを行い，地産地消，島だちの教育，食育の推進，料理
のスキル修得，命の尊さ，感謝を実感する場などを意図的に設定・実践します。

義務教育修了段階までに２０００（１５００）Ｍが泳げるようにします。また，「民謡，エイ
サー，三味線，指笛，太鼓，手踊り」のうちいくつかの修得を目指します。

 　与論町にある自然・風土・文化・歴史等の環境を活用し，町民総ぐるみ（学校，家庭，地域が連携・協
力）で，「個性が輝き島が輝く誠の教育」の実現を目指し，児童・生徒一人一人に生きる力を育む教育を充
実することです。
　 具体的には，知識・技能や思考力・判断力・表現力，学習意欲等の確かな学力を身に付けさせることで
す。 知識も知恵も，また主体的な行動に結びつく技能も習得させるようにすることです。
　 そのためには，学校教育と社会教育が相互補完し，個々に応じた学びの場や機会を提供し，一人一人が
主体 的・計画的にそれらを活用し，島だち（発つ、建てる、立つ）できるようになることが大切です。
   学習活動も含め，心豊かでたくましく生きることのできる人づくりのための生活体験や社会体験の学び
の場の再構築を行うために，「土日の有効活用基本方針」を次のようにします。

第１ 第２ 第３ 第４

　図書館利用等

④
　自主活動（主体的な学習や研
究，体験活動等）

⑥　
　町民一斉清掃
への参加(各集落
ごと）

各自の将来の目標と関連づけ，具体的な計画を立て実践・反省させ，次の計画に生かす。
（活動例）

 図書館利用，ユンヌフトゥ
バ・英会話，その他

　子ども会活動

＊ 青少年育成の日

①

１週間の学習の反省や復習。 読書・習い事・絵や作文その他の作品作成。

昆虫や植物・貝殻採集。

　ふれあい活動



⑤  子ども会活動や家族ふれあい活動

・子ども会活動終了後は，家族でよく話し合い有効に活用する。

⑥ 　町民一斉清掃への参加や家族ふれあい活動
・自治公民館や各種団体等の単位で活動を充実させ，町民総ぐるみの清掃活動にする。

１　生涯学習の推進

○　社会教育・生涯学習の推進のために

　・　町立図書館の整備・運営の充実

　・　指定管理者との連携の充実　　　　　　　　

　・　社会教育関係団体との連携の充実

２　生涯スポーツの推進

○　スポーツ推進体制の充実のために

　・　スポーツ推進委員連絡協議会の充実

○　スポーツに触れる機会を充実させるために

　・　町民体育大会の実施と運営の充実

　・　県民体育大会，大島地区大会への助成

　・　各種スポーツ少年団交歓大会の開催

　・　駅伝競走大会の充実

　・　スポーツ交流の促進

○　施設の整備及び管理体制の充実のために

　・　「ゆいLAND」の活用促進

　・　各スポーツ施設の整備・維持管理の充実

○　各種団体との連携のために　　

　・　町体育協会加盟団体の育成，相互連携強化

　・　スポーツ少年団活動の支援

　・　総合型地域スポーツクラブ(ヨロンＳＣ)との連携の充実　

３　スポーツ合宿の推進

○　スポーツを通した町づくり（スポーツキャンプ，合宿地における地域づくり）のために

  ・　スポーツ振興（青少年の健全育成）

  ・　コーチ・トレーナーなど多様な人材の育成

  ・  スポーツ交流促進

４　文化芸術活動の推進

○　伝統文化の継承のために

　・　保存と継承者の育成

　・　「ユンヌフトゥバの日」の啓発

  ・  「与論
ユンヌ

カルタ大会」の充実
　・　「与論のことわざ」カレンダーの活用

○　自主的活動の支援のために

　・　町文化協会との連携

　・　加盟団体の研修

14

　町民の幅広い芸術・文化活動の推進と自主的な活動を支援し，芸術・文化に親しむ環境づくりに努めま
す。

（重点施策５） 生涯にわたって学べる環境づくりとスポーツ・文化の振興

　町民が自己の人格を磨き，豊かな人生を送ることができるよう，生涯にわたって，あらゆる機会にあらゆ
る場所で学べる環境づくりを目指します。
　スポーツ活動は，心身両面にわたる健康の保持増進に大切なものであり，スポーツ施設の整備と活用に努
めます。
　郷土の伝統文化や文化財を守り育て，様々な芸術に親しむことは，豊かな心の育成や地域創造につながる
ことであり，一層の文化振興，伝統文化，文化財の保存・活用に努めます。

　各種団体や関係機関との連携を図りながら，活動活性化のための支援に力を注ぎ，社会教育・生涯学習の
推進に努めます。

　関係機関との連携を図りながら，町民が生涯にわたり年齢に応じたスポーツを楽しみ，健康増進や体力向
上ができるよう，幼児から高齢者まで活動できる生涯スポーツの推進に努めます。

・「青少年育成の日」にちなんで子ども会の活動計画に基づき主体的な活動を行うようにする。



○　芸術・文化に親しむ環境づくりのために

　・　生涯学習フェア・文化祭の充実（2月）

　・　自主文化事業，舞台芸術等の招聘

　・　文化交流促進

５　文化財の保存・活用

　昔から連綿と受け継がれてきた貴重な文化財の保存・活用・継承に努めます。

○　文化財の保存・活用・継承のために

　・　文化財保護審議会の活性化

　・　文化財及び埋蔵文化財の発掘・調査

　・　案内板，解説板の設置，周辺整備

　・　文化財指定の促進，保護・管理の徹底

　・　文化財保護意識の啓発

  ・　国指定史跡与論城跡の調査の充実，啓発活動の推進
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（４）教育委員会事務局組織機構　　　  

教育委員

 

・ ・ ・ ・ ・ ・

B
&
G
海
洋
ｾ
ﾝ
ﾀ

ｰ

（

プ
ー

ル
・
艇
庫
）

多
目
的
運
動
広
場
（

ゆ
い
L
A
N
D

)

砂
美
地
来
館

総
合
運
動
場

結
囲
運
動
公
園

多
目
的
屋
内
運
動
場

16

学校給食センター
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（５）教育予算　　

17

教育費歳出総予算額 569,771 千円

歳　　入 歳　　出

歳入歳出の総額 5,586,600 千円

教育総務費 149,774

地域おこし協力隊
6,095

ICT整備費 30,867

海洋教育推進費
8,720

小学校費
88,429

中学校費
48,076

社会教育費
90,805

保健体育費 147,005

町税等
384,245

交付金126,710

地方交付税
2,450,090

分担金及び負担金 20,673

使用料及び手数料

45,120

国庫支出金
503,090

県支出金
456,672

財産収入
12,091

繰入金等
548,350

繰越金 1 諸収入

500,257

町債, 
530,500

議会費
69,198

総務費
737,171

民生費
1,349,363

衛生費
545,190農林水産業費

598,363
商工費
276,349

土木費
391,096

消防費
305,568

教育費569,771

公債費
641,212

諸支出金・予備費
103,319

10.2%



（小 学 校）

（中学校）

（認定こども園）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（児童発達支援センター）

（高等学校）

 町内各学校の児童生徒数の年度別推移状況

7 114 129 62 305 161 131

（１）学校等の概要及び児童生徒数の推移　

（　）は特別支援学級数・児童生徒数再掲

学 校 名 所 在 地

18

２　町立学校について

5 110 145 68 323 167 120

6 113 145 64 322 162 126

茶花小学校 茶花２９８ 97-2031 97-2213 10

与論小学校 朝戸１４４５ 97-2241 97-4691 9

F A X電　話 学 級 数

（3）

（3）

（1）

114

学 校 名 所 在 地 電　話 F A X

与論中学校 朝戸１１３４ 97-2277 97-3540 10

27

学 校 名 所 在 地 電　話 F A X

（7）

那間小学校 那間２８６ 97-2278 97-4950 8

児童発達支援センター 那間３３４８－１ 97-4668 97-4668 2 28

学 校 名 所 在 地 電　話 F A X サービス数 登録児童数

茶花こども園 茶花１４３６ 97-2737 97-2737

与論こども園 朝戸１５０６－２ 97-2195 97-2195

年　度
小　　　　学　　　　校

与論中学校 与論高校
与 論 小 茶 花 小 那 間 小 計

与論高等学校 茶花１２３４ 97-2064 97-2844 6 131

学 校 名 所 在 地 電　話 F A X 学 級 数 生 徒 数

平成13 121 224 96 441 260 323

232

17 98 182 93 373 196 229

16 102 194 89 385 234

289

15 106 201 87 394 245 260

14 112 203 91 406 255

186

21 89 159 96 344 181 177

20 99 163 88 350 192

218

19 97 167 89 353 184 213

18 104 171 92 367 192

156

25 98 142 84 324 148 166

24 96 129 83 308 166

153

23 97 138 84 319 174 161

22 96 139 80 315 180

127

29 99 153 78 330 153 133

28 101 144 84 329 162

162

27 93 139 84 316 160 156

26 87 142 85 314 153

129

3 103 156 66 325 168 108

令和 2 113 158 72 343 148

137

31 108 157 80 345 136 141

30 109 159 77 345 132

1104 102 144 71 317 170

129

62

305

（14）

（13）

（4）

（31）

児 童 数

学 級 数

（4） （13）161

生 徒 数

学 級 数

5

5

46

58

（1）

（3）

園 児 数

（　）は短時間利用
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（2）各学校の概要

１　学校概要

 (1)  児童数及び学級数 （　）は特別支援学級再掲

 (2)  児童数及び学級数の推移

 (3)  教職員数

３　校　　訓

４　教育目標

５　目指す子供の姿

６　目指す学校の姿

７　目指す教師の姿

８　目指す家庭の姿

９　本年度の重点目標

10　キャッチフレーズ等

（5） 全員参画の学校運営と働き方改革を推進する。

Smile No.1 ガジュ王
（樹齢103年以上）

サヨサ節 遠泳・持久走・なわとび

（2） 生徒指導提要の趣旨を踏まえた生徒指導の充実を図る。

（3） 気力・体力の向上，保健・安全指導の充実を図る。

（4） 郷土に立脚した教育活動を推進し，愛郷心を育てる。

　子供のために何が最善かを考え，実践する学校

　教育愛に満ち，学びの専門職としての誇りをもつ教師

　子供とともに，夢・体験・島を大切にする家庭

（1） 「学びに向かう力・人間性等」の涵養を目指した授業改善を図る。

校訓「至誠」を胸に，未来に挑む子供の育成

（1） 進んで学ぶ … 課題をもち，意欲的に学習する子供

（2） 深く考える … よく考え，誠の心で行動する子供

（3） やりぬく　 … 目標をもち，がんばる子供

4 18
※　特別支援教育支援員　２

　　司書補助員　１　学校用務員　１
２　校区の実態

　本校は，与論島の東南部の４集落を校区としている。学校周辺の２集落が段丘地にあり，城下集落

で教育文化の中心としても知られている。他の２集落は海辺に連なる平坦地にあり，農漁業のほか，

夏場は民宿等が営まれている。（学校の標高は72.7m）

　校区内には島の史跡が点在し，琴平神社，赤崎鍾乳洞，百合ヶ浜，与論民俗村，キャンプ場等があ

り与論観光のメッカである。校区民は，祖先崇拝の念が熱く，誠の心を尊び心情は穏やかで細やかで

ある。教育に対する校区民の関心は高く，学校教育をよく理解し，校区の行事等は学校との関わりを

重視しながら運営される。ＰＴＡ活動も積極的で学校への期待も極めて大きいものがある。

「　至誠　【真心をもって人に尽くす・真心をもって事にあたる】　」

職員数 1 1 10 1 1

職　名 校　長 教　頭 教諭・講師 養護教諭 事務職員 町職員※ 合計

8 8 9 9 8 8学級数 7 8 7 8 8 8

児童数 87 93 101 99 109 108 113

R7R3 R4 R5

103 102 110 117 114

2 9

年　度 H26 H27 H28 H29

学級数 1 1 1 1 1

R6

（5） （3） （3）

15 24
4

H30 H31 R2

1 1

特別支援学級

児童数
17 15 22 21

与論小学校（よろんしょうがっこう）

令和７年４月７日更新

学　年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

10
114

（14）

計
スマイル(知) ガジュマル(情)

（1） （2）

キャッチフレーズ シンボルツリー

一校三運動一校一島唄
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１　学校概要

 (1)  児童数及び学級数 （　）は特別支援学級再掲

 (2)  児童数及び学級数の推移

 (3)  教職員数

２　教育理念

３　校　　訓

４　学校教育目標

５　目指す子供の姿

６　目指す学校の姿

７　目指す教師の姿

８　目指す保護者・地域の姿

９　経営の重点

人づくり・社会づくりを担うよりよい働き方や休み方，生き方を目指す。

10　合言葉と学校のシンボル

（6）

笑顔いっぱい　茶花っ子 赤佐誠心場（土俵）

（3） 職員相互の融和と人間的な信頼関係をもとに，互いに高め合う職員集団を目指す。

（4） こども園や中学校，高等学校との連携，社会とのつながりを大切にする。

（5） 学習指導要領を踏まえた創意工夫ある教育を推進する。

（3） 学校と連携し，ともに子供の成長を支える保護者・地域

（1） 与論の教育的風土，創立126年目（独立107年目）の伝統を尊重する。

（2） 「カリキュラム・マネジメント」を意識した開かれた学校づくりを推進する。

（3） 子供とともに学び，地域とともに行動する教師

（1） 優しさと厳しさを備え，子供の人格を尊ぶ保護者・地域

（2） より望ましい家庭生活を創造する保護者・地域

（3） 家庭や地域と強く結ばれた学校

（1） 職責感や使命感に燃え、教育愛にあふれる教師

（2） プロ意識をもち，45分間の授業で勝負する教師

（3） 「学　び」自分の考えをもち，積極的に課題解決に取り組み，よりよい考えを求める子供

（1） 学ぶ楽しさや友達と過ごす喜びあふれる学校

（2） 環境が整い，安全・安心に過ごせる学校

「誠　負けじ　学び」

ティダ(夢実現）に向かって，胸を張って堂々と生きる子供を育てる

（1） 「　誠　」人や物事に対して真っ直ぐに向き合い，あるべき姿を求める子供

（2） 「負けじ」自他の生命を大切にし，心身ともに健康な生活を求める子供

（2） 夢を育て，やる気を育てる教育【負けじ】

（3） 自立への基礎を培う教育【学び】

　島だちを意識し，自ら扉を開き，自ら求め，自ら創造し，生涯学び続ける主体的な人間
を育てる教育を行う。

　将来の展望に立って，これからの厳しい社会の中でたくましく生きる力を育てる教育を
行う。

　人権尊重の立場に立ち，子供一人一人をよく見つめ，温かくも厳しい心の触れ合う教育
を行う。

職　名 校　長 教　頭 教諭・講師 養護教諭 事務職員 町職員※ 合計

4 18
※　特別支援教育支援員　２

　　司書　１　学校用務員　１

（1） 一人一人を大切にする教育【誠】

職員数 1 1 10 1 1

9 9 9 9 10 8

145 129

学級数 8 8 7 7 9 8

R7

児童数 142 139 144 153 159 157 158 156

H31 R2 R3 R4 R5 R6年度 H26 H27 H28 H29 H30

144 145

1 1 1 8学級数 1 1 1 1 1

児童数
12 22 29 20 129

（1） （4） （2） （1） （5） （13）

21 25
5 8

自校3
他校2

茶花小学校（ちゃばなしょうがっこう）

令和７年４月７日更新

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
言語通級

指導教室 計
ガジュマル(知) ハイビスカス(情)

特別支援学級

合言葉 シンボル
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１　学校概要

 (1)  児童数及び学級数 （　）は特別支援学級再掲

 (2)  児童数及び学級数の推移

 (3)  教職員数

３　校　是

４　学校教育目標

５　目指す子供像

６　目指す学校像

７　目指す教師像

８　学校経営の重点

９　特色ある教育活動

10　キャッチフレーズと学校のシンボル

・あいさつの那間小（あいさつ日本一）
・ヤギと花とビオトープの那間小

「すくすく」「のびのび」
（ガジュマルの木）

（3） 心身ともに健康で，気力・体力のあるたくましい子供の育成（体）

◇ 「思いどぅ運命　請どぅ幸運」を合言葉に展開する夢実現運動

◇ ハミンシャイユンヌをテーマにした海洋教育（ゆんぬ学）

（3） 常に自己研鑽に努め，向上心をもった教師

（1） 主体的に学習に取り組み，確かな学力を身に付けた子供の育成（知）

（2） 人権尊重の心と態度・思いやりのある子供の育成（徳）

（4） 地域に愛され，地域とともに歩む学校

（1） 至誠に徹し，使命感に燃え，健康で明るく心豊かな教師

（2） 常に子供と共にあり，信頼され尊敬される教師

（1） 子供たちが生き生き活動する明るく楽しい学校

（2） 互いを認め合い，協働しながら学び合い，躍動する学校

（3） あるべき物が，あるべき所にあるべき姿である，整然として美しい学校

確かな学力と豊かな心をもち，心身ともにたくましい那間小の子供を育てる

（1） 主体的に学ぶ子供（確かな学力と活用力）　　　　【向学［知］】かしこい子

（2） 思いやりのある素直な子供（人権尊重の心と態度）【誠実［徳］】やさしい子

（3） 心身ともにたくましい子供（健康・気力・体力）　【開拓［体］】たくましい子

２　学校の概況

　本校は，創立145年の歴史と伝統のある学校で，10,207㎢の校地をもち，周囲には緑の田畑

が広がる静かで落ち着いた環境にある。運動場は，児童数に対してゆとりがあり，一人一人

の子供にとってのびのびと活動できる場である。

　平成30年には三線・エイサー同好会が「かごしま地域塾」に認証され，また，授業の中で

もユンヌフトゥバの学習を定期的に行うなど，郷土教育にも力を入れている。

「向学」「誠実」「開拓」

職員数 1 1 8 1 1

※１　特別支援教育支援員　１　司書補助員　１

　　　学校用務員　１

※２　ほか，育休中の教諭　１

学級数 6 6 6 6 6 8

職　名 校　長 教　頭 教諭・講師 養護教諭 事務職員 町職員※1 合計※2

6 7 8 8 8 8

3 15

R7

児童数 85 84 84 78 77 80 72 71

H31 R2 R3 R4 R5 R6

71 68 67 62

年度 H26 H27 H28 H29 H30

学級数 1 1 1 1 1

62

（1） （2） （1） （4）

1 1 1 8

児童数
11 6 9 14 13 9

2 2

那間小学校（なましょうがっこう）

令和７年４月７日更新

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
特別支援学級

計
たんぽぽ(知) ひまわり(情)

キャッチフレーズ シンボルツリー
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１　学校概要

 (1) 生徒数及び学級数 （　）は特別支援学級再掲

 (2)  児童数及び学級数の推移

 (3)  教職員数

 (4)  中高一貫教育について

２　校　　訓

３　学校教育目標

４　目指す生徒像

５　目指す学校像

６　目指す職員像

教育への使命感をもち，生徒の成長を考え，情熱を傾け，実践する職員

７　望ましい保護者像

８　努力点

信頼される学校の創造 （3） 豊かな心・健康な体の育成

ア　キャリア教育の充実 ア　主体性と責任感を高める生徒指導の充実

イ　教育環境の整備・充実 イ　保健指導と安全指導の充実

ウ　教職員の資質向上 ウ　人権同和教育の推進

エ　家庭や地域社会との連携

確かな学力の育成

ア　能力や個性の伸長を図る学習指導の充実

イ　「主体的・対話的で深い学び」の学習指導の充実

９　キャッチフレーズ等

1

7

ひまわり(情)

1

1

1

こすもす(肢)なのはな(病)

1

1

「最南端は最先端」常に未来を展望した教育の確立 やる気・本気・根気・元気の学びの木

（3） 勤労や学習・読書を尊び，豊かな体験をさせる保護者

（4） 地域活動に参加し，各種の連携・協力を大切にする保護者

（1）

（2）

（4） 保護者や地域に愛され，信頼される職員

（1） 率先垂範し，未来を見据え，子供と共に行動する保護者

（2） 学校行事等に積極的に参加する保護者

（1） 常に学び続ける職員

（2）

（3） チームとして生徒一人一人を育てる職員

（2） 生徒が自覚をもって登校し，自信をもって下校する学校

（3） 整然と整備され，清潔で美しい学校

（4） 保護者や地域に信頼され，心のよりどころとなる学校

（3） 与論に誇りをもつ生徒

（4） 自尊感情をもち，仲間を尊重する生徒

（1） 生徒と職員が目標をもち，生き生きと活動する魅力ある学校

「誠」　自主　創造　協調　体力気力

未来の創り手となる生徒の夢実現に向けて，確かな学力と豊かな心を育てる

［夢を実現する力，未来を切り拓く力，自ら学ぶ力，「島だち」できる力］

（1） 元気な挨拶，明るい笑顔，「はい」という返事，自分の考えを伝えられる生徒

（2） 目標をもって意欲的に学習する活力あふれる生徒

1 5 25

本校は県立与論高等学校との連携型中高一貫教育校である。

職員数 1 1 15 1 1
※１　特別支援教育支援員　２　司書補助員　１

　　　学校用務員　１  教員業務支援員　１

※２　ほか，育休中の教諭　２

職　名 校　長 教　頭 教諭・講師 養護教諭 栄養教諭 事務職員 町職員※1 合計※2

162 161
学級数 7 7 7 7 6 106 6 7 7 9 10

R7

生徒数 153 163 164 156 133 136 148 168

H31 R2 R3 R4 R5 R6年度 H26 H27 H28 H29 H30

170 167

与論中学校（よろんちゅうがっこう）

令和７年４月７日更新

学年
１年

(2学級)
２年

(2学級)
３年

(2学級)

学級数 2 2 2

生徒数
54 55 52

（4） （5） （4）

計

161

（13）
10

特別支援学級
たんぽぽ(知)

4

キャッチフレーズ シンボルツリー



（小学校）

（中学校）
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8,861㎡

備考
校　舎 屋内運動場

与論小学校 明治8年4月

学 校 名 創立年月日 構　　造
建物面積

敷地面積

　茶花小学校と那間小学校の創立については，分校の表現は明治13年から明治45年まで数回に渡り
ますが，これまで明治33年５月を正式な分校として，ここを基準に記念式典等を実施しています。
なお，独立は大正8年6月と記録されています。

（３）学校施設概要

学 校 名 創立年月日 構　　造
建物面積

敷地面積

那間小学校 明治33年6月  RC造１階 1,566㎡ 486㎡ 10,009㎡

茶花小学校 明治33年6月  RC造１.２.３階 2,300㎡ 696㎡

 RC造１.２階 2,012㎡ 500㎡ 10,442㎡

備考
校　　舎 屋内運動場

与論中学校 昭和23年4月  RC造１.２階 4,347㎡ 1,008㎡ 16,580㎡

計　 5,878㎡ 1,682㎡ 29,312㎡



１　設置までの経過

平成１０年度～平成１１年度 中高一貫教育研究推進校（鹿児島県）

平成１２年度～平成１４年度 中高一貫教育研究開発学校（文部科学省）

平成１５年度 中高一貫教育開発指定校（文部科学省）

平成１６年度～平成１７年度 中高一貫教育改善充実研究事業委嘱校（文部科学省）

平成１８年度以降 連携型中高一貫教育校（県指定）

 ○　加配教員の削減  中学校　２名　→　０名　高　校  ３名　→　１名

２　令和６年度の取組

（1）中高一貫教育推進のための組織

・　中高合同職員会議 　　　　　　　　　

・　校務分掌別分科会（教務・生徒指導・進路指導・保健）

・　全体会議（共通理解・部活動等）

・　学力向上対策委員会，生徒指導連携研修会，教職員研修会，教育研究会　等

（2）相互乗入れ授業の実施

・　高校から中学校へ（週２０時間）

　国語：（週４時間） 　数学：（週４時間）

　英語：（週４時間） 　家庭：（週８時間）

・　中学校から高校へ（週　８時間）

　国語：（週２時間） 　数学：（週２時間）

　英語：（週２時間） 　音楽：（週２時間）

（3）キャリア教育の視点に立った取組

ア　中学校進路学習会

・

イ　与論高校進路体験発表会

・

ウ　入学者選抜

・ 　総合的な学習の時間で作成したレポート（テーマ「ゆんぬ(与論)学」）を提出。

・ 　集団面接，作文（４００字程度）６０分 

エ　一日体験入学・説明会

・ 　中学３年生と保護者を対象に，与論高校において学校説明会や授業体験を実施

（4）学力向上に関する取組

ア　基礎学力定着度確認検査（平成２１年度から実施）

・

（5）中高一貫教育を生かした取組

ア　部活動交流（吹奏楽，サッカー部等）

イ　ヨロンマラソン，与論島クリーン作戦でのボランティア活動の合同参加

ウ　各種検定試験の取組（小中高校生を対象に合同実施）

24

（4）中高一貫教育（与論中学校・与論高等学校）

　中学校３年生と保護者に対して，高校生活（高校の教務・進路指導担当職員）の説明と与論
高校生で大学推薦・就職試験の合格者が体験を発表する。

　与論高校３年生が高校１・２年生を対象に実際に体験した就職試験や推薦入試での面接の様
子を再現したりする発表会に中学３年生も参加し，早くから進路意識を高めている。

　公立高校が一般入学者選抜（学力試験）を行う同日に，同様の問題を使用し学力テストを実
施し，結果分析を中・高で活用している。



①　社　会　教　育　施　設
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名称 所在地 構造 建物面積 建設年度 備考

３　社会教育について

（１）社会教育施設の概要

町立図書館 　茶花257-1 鉄筋二階建 1,200㎡ 昭和58年度

茶花校区公民館 　茶花1013 鉄筋二階建 802㎡ 昭和54年度
R7.3.31
閉館

与論町中央公民館 　茶花1013 鉄筋二階建 660㎡ 昭和43年度
R7.3.31
閉館

　　〃　　付属設備 茶花2030 鉄　　　筋 240㎡ 昭和59年度

備考

与論町総合グラウンド 茶花2030 クレー 13,000㎡ 昭和58年度

 ②　社　会　体　育　施　設

名称 所在地 構造 建物面積 建設年度

総合グラウンド夜間照明 茶花2030 鉄　骨　柱 13,000㎡ 昭和61年度

琴平相撲場 立長3308番地 鉄骨トタン 53㎡  昭和 53年度

与論町誠心館（弓道場） 茶花1400 木造トタン 六人立  昭和53年度
平成９年

度
増改築

砂美地来館
（総合体育館）

茶花2045 鉄骨・鉄筋 2,952㎡ 平成５年度

与論Ｂ＆Ｇ艇庫 茶花2466-1 鉄　骨　柱 281㎡ 平成４年度

与論Ｂ＆Ｇプール 茶花2045 鉄　骨　柱 208㎡ 平成４年度

多目的運動広場
　　　（人工芝サッカー場）

茶花１８８０－９ 人　口　芝 32,000㎡ 平成２９年度
H30～R1
ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｰｽ

整備

多目的屋内運動場
（ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ・ﾃﾆｽｺｰﾄ）

茶花2666 鉄筋人工芝 3,426㎡ 平成９年度

結囲公園運動広場
　　　　（第2ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ）

茶花1975-2 クレー舗装 8,371㎡ 平成８年度

クラブハウス 茶花１８８０－９ 木　　　造 289㎡ 平成２９年度



①国指定

②県指定

③町指定

④国登録
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記念物（史跡）

大道那太遺物・遺跡（着物入れ櫃） 朝戸1747

種    別 名  　称  所在地 指定年月日

与論島の生産・生活用具 麦屋693－2

古文書 茶花968

古文書 麦屋1122－2

有形（民俗文化財）

S51.2.20

R6.3.6

H26.2.6

家系図 麦屋3388

天然記念物
オカヤドカリ 日本国内 S45.11.12

カラスバト 奄美諸島 S46.5.19

（２）指定・登録文化財一覧

種    別 名  　称 所属地 指定年月日

R3.4.23

種    別 名  　称  所在地 指定年月日

与論島の芭蕉布製造技術 麦屋693-2 R2.3.16

種    別 名  　称  所在地 指定年月日

種    別 名  　称  所在地 指定年月日

重要無形民俗文化財
与論の十五夜踊 立長3303 H5.12.13

無形民俗文化財 薩南諸島の黒糖製造技術 鹿児島県 R6.3.21

大道那太遺物・遺跡（舟置き石） 朝戸1747

S51.2.20
大道那太遺物・遺跡（力石） 朝戸1747

屋川〔ヤゴー〕 麦屋3404
天然記念物

麦屋2088番地２ R4.6.1　麦屋井〔ヰンジャゴー・ニジャゴー〕

大道那太遺物・遺跡（高倉） 朝戸1747

有形（工芸品）

大道那太遺物・遺跡（手水鉢） 朝戸1747

大道那太遺物・遺跡（刀入れ箱） 朝戸1747

供利ハジャー伝来の花瓶 麦屋3457

船倉岬

有形（建造物）
大道那太遺物・遺跡（母屋） 朝戸1747

按司根津栄屋敷跡 朝戸1659

H25.2.7

赤崎ウガン

与論城跡 立長3303　他 R7.3.10史跡

櫃 麦屋3388

H12.4.1

古文書 麦屋3266

古文書 立長2276

麦屋190・629－1 H12.4.1

アマンジョウ 麦屋882

神井戸〔カミゴー〕 朝戸1641

H25.2.7
根津栄墓（頭骨安置所） 朝戸2418

ウマヌクン 朝戸2508

浜宿跡

天然記念物 サキシマヌマエビ 与論町内


